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開 催 日 及 び 場 所 平成２３年１２月１３日（火） 本社会議室 

委 員 
波光 巖（大学教授） 矢橋晨吾（大学名誉教授） 西谷隆

亘（大学名誉教授） 田中俊充（弁護士） 角田 茂（学校

法人参事） 
審 議 対 象 期 間 平成２３年４月１日～平成２３年６月３０日 
抽出案件 総件数 ５ 件 （備考） 
一般競争  ２ 件 
公募型指名競争  ０ 件 
通常指名競争  ０ 件 

工

事 
随意契約  ０ 件 
公募型プロポーザル・ 
簡易公募型ﾌﾟﾛﾎﾟｰｻﾞﾙ  ０ 件 

公募型指名競争入札・ 
簡易公募型競争入札  ０ 件 

標準プロポーザル  ０ 件 
一般競争  １ 件 
通常指名競争  １ 件 
随意契約（競争性のある）  ０ 件 

建

設

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト 随意契約（特命随意契約）  ０ 件 
補償契約  １ 件 

 

意見・質問 回答 
１．一般競争入札（工事） 

【武蔵水路下流部改築工事】 
・重点調査の結果、評価１位

から９位まで除外されると

いう形になっているが、費用

未計上とか不適切な計上等

特別な理由があったのか。 

・重点調査では安全対策の不

徹底や下請業者にしわ寄せと

いった問題を起こす可能性も

あるという事で詳細な調査を

した。その結果、費用が未計

上のものがある等の理由で適

切に施工することが困難と判

断し除外しました。 

・重点調査の対象となる者が

多いようだが、制度の見直し

は難しいのか。 

・重点調査に関しては様々な

問題とか課題があるので、今

後ともより良い調査になるよ

うに検討を進めます。 

２．一般競争入札（工事） 
【阿木川ダム周辺維持管理工事】 

 
 
 
 
 
 
 
 
委員からの意見・質問、そ

れに対する回答等 
 
 
 
 

・宮田造園土木は毎年受注し

ている者か。 
 

・平成22年度までは指名競争

入札で発注していました。平

成 23年度からは一般競争入

札に変更しています。指名競

争においては恵那市と中津川

市に本社・支店がある者を指

名していました。宮田造園土

木は下呂市にあるため宮田造

園土木は初めての受注です。 
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３．一般競争入札（建設コンサルタント業務等） 
【一庫ダムプランクトン調査・整理検討業務】 

・総合評価調書において、

「理解度」と「方針の妥当

性」の採点基準は。 

・「理解度」として３項、「方

針の妥当性」として２項目を

設定し、それぞれを４、２、

０点で評価します。例えば一

庫ダムでは最近分画フェン

スを取り外しているが、その

情報を知っているか知らな

いかを基準とし、知らない場

合は点数を下げます。 
４．通常指名競争入札（建設コンサルタント業務等） 

【平成 23年度牧尾ダム堤体挙動観測業務】 
・２年続いて落札率が低かっ

た場合に積算の基準を改め

てみるということはあるの

か。過去でそのような事例

はあるのか。積算資料は１

度決まると変わらないもの

なのか。 

・積算基準は国交省の定めら

れました基準を使用してい

ます。個別の業務の事情で上

げたり下げたりはしません。

測量業務は比較的積算しや

すい業務なので、本件は特別

な事情があると思います。 
５．補償契約 
【地震対策 東部併設城下・六連工区工事 事業損失補償費】 

 

・補償対象前後でも産卵が減

少しているが、これも工事が

原因ではないか。 

 

 

 

 

・合意書は作成したか。 

 

・すでに鶉舎から離れた箇所

を施工しており、産卵の減少

が認められたが、養鶉場に近

接した工事の期間の産卵減

少を受忍の限度を超える損

失として補償対象と認定し、

相手方から合意を得たもの

です。 

・補償の相手方に補償内容を

説明し、了承を得ています。

補償契約書が合意書です。 
委員会による意見の具申 
又は勧告の内容 

・なし ・なし 

○問い合わせ先 
埼玉県さいたま市中央区新都心１１番地２ 
  ランド・アクシス・タワー内    電話 ０４８－６００－６５００ 
水資源機構入札等監視委員会事務局 

財務部契約課長     小 島  隆     （内線 2251） 
技術管理室技術調査課長 長井 剛彦     （内線 4631） 
用地部補償業務課長   杉浦 正人     （内線 2331） 


